
ブレークアウトルームのご利用方法



②作成画面が表示されるため、作成するルーム数と、
割り振り方法を選択します。
自動割り当てを選択すると、ブレークアウトルームの
作成が開始されます。

①会議に参加し、「ブレークアウトルーム」の
アイコンを押下します。

※ブレークアウトルームは会議の開催者のみ作成できます。
ブラウザ版のTeamsでは利用できないため、
必ず、WindowsまたはMacの用のデスクトップアプリをご利用ください。
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ブレークアウトルームを作成する



③手動割り当ての場合は、割り当てたい学生を選択し
右上の「割り当てる」よりルームを選択します。
全ての学生を割り当てた後、右下の「割り当てる」
を押下し、学生を割り振ります。

3

④「開く」を押下し、ルームを開きます。

⑤学生が各ルームへ自動的に移動します。



⑥「入室可能」の上にカーソルを合わせ、
「…」より「ミーティングに参加」を押すことで、
先生も各ルームに参加することができます。
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⑦ミーティングに参加すると、
元の会議室画面は保留となります。
参加したルームを抜けるときは、
参加したルームの「退出」を押下します
（ルームを抜けずに、元の会議室へ戻る場合は、
元の会議室の上部にある「再開」を押します。）

参加した会議室



⑧ブレークアウトルームの「閉じる」ボタンを押すと、
各ルームの学生が自動的に元の会議室へ移動します。

※学生がルームにて「退出」ボタンを押下すると、
会議全体から退出してしまいます。
学生にルームに移動後に「退出」ボタンを
押さないように指示いただくか、
事前に設定変更を行ってください。
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ルームの設定変更方法
歯車アイコンより、

「参加者はメインの会議室に戻ることができます」の
チェックを入れます。
※会議を開いた後は設定を変更できません。
※学生は「戻る」ボタンにて元の会議室に戻ります。
ルームが開かれている状態であれば、
学生はルームに自分で再参加することができます。



ルームの設定の「時間制限を設定」を設定することで、
指定した時間が経過すると自動的にルームが閉じられ、
元の会議室に戻ります。
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ルームを追加する

ルームを再作成する
ルームを削除する

ルームの設定

全てのルームの会議チャットへアナウンスをする
※ルームを開いた後に押すことができます。

その他の機能


